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1. 勉強舎の活動肉容

計測・評価技術分科会所属のワーキンググ

ノレープ「制振材料勉強会jでは現在， "Vibration 

Damping"llをテキストに輪講を行っている。本

報告では 15年度に実施した第4章の内容に

ついて概要を説明する。

2. 第4章の概要について

テキストの第1章において説明された構造物

の応答を解析するために用いられるいくつか

の手法について述べた議論を拡張していくの

が本章の目的である。本章においては最も単純

な1自由度系について，様々な種類の減衰を詳

しく調べると共に，いろいろな種類の加振方法

を取り上げている。以下にそのタイトル及び要

約を列記する。

. 4.2自由度系の定常応答

• 4.2.1 力(強制)力時量一粘性減衰

・4.2.2 加振ヒステリシス・グンt"ング

• 4.2.3 粘性及び口刊シス.r:;t"ングの比較

・4.2.4 一自由度系の土台(基礎)励振

• 4.2.5 実際の挙動の効果
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• 4.3 定常状態での調和応答からのダンピン

グの決定

・4.3.1 半値幅から求めたダンピング

・4.3.2 共振応答振幅

• 4.3.3 ナイキスト線図

• 4.3.4 ヒステリシスループ

• 4.3.5 直交(リアクティプ)成分のバンド幅

によるダンピング

• 4.3.6 動的剛さ
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• 4.4 過渡応答

・4.4.1 粘性減衰系

• 4.4.2 粘弾性減衰系
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• 4.5 不規則応答

• 4.5.1 外力励振

• 4.5.2 基礎の励振
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